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群
馬
県
山
岳
連
監
理
事
長

名
　
塚
　
　
秀
　
二

こ
の
度
、
八
木
原
因
明
理
事
長
の
四

期
八
年
と
い
う
任
期
の
後
を
受
け
て
、

理
事
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
の
協
力

を
得
て
、
山
岳
連
盟
や
登
山
界
の
発
展

の
た
め
に
微
力
を
尽
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
踏
襲
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
時
点
で
、
岳
連
加
盟

団
体
は
二
十
八
団
体
で
あ
り
ま
す
が
、

理
事
会
へ
出
席
し
協
力
し
て
頂
い
て
い

る
団
体
は
十
一
か
ら
十
二
団
体
と
、
誠

に
さ
び
し
い
理
事
会
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
近
年
は
若
い
会
員
の
理
事
会
へ
の

参
加
も
少
な
く
、
一
年
経
つ
ご
と
に
理

事
の
平
均
年
齢
も
一
つ
上
が
っ
て
し
ま

う
と
い
う
現
実
で
す
。

岳
連
の
年
間
行
事
の
中
で
、
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
秋
の
山
田
昇
記

念
杯
登
山
競
争
大
会
と
、
県
民
登
山
大

会
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ど
ち

ら
と
も
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
勢
の
人

の
協
力
や
、
主
管
山
岳
会
と
し
て
の
尽

力
を
必
要
と
す
る
行
事
で
す
。
他
に
も

数
年
に
一
度
の
割
合
で
、
国
体
の
ブ
ロ

ッ
ク
予
選
や
、
全
日
本
登
山
大
会
等
の

行
事
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

様
な
行
事
へ
の
協
力
と
参
加
を
、
各
加

盟
団
体
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
、
多
く
の
関
係
者
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
か
を
、
会
員
や
役
員
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
頂
き
、
各
部
会
、

理
事
会
な
ど
で
考
え
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

各
部
会
が
行
っ
て
い
る
行
事
で
各
会

と
の
交
流
も
大
切
な
行
事
の
一
つ
で
す

が
、
山
岳
連
盟
は
各
山
岳
会
の
集
ま
り

で
す
。
基
本
的
に
は
、
個
人
が
所
属
し

て
い
る
山
岳
会
の
組
織
を
ま
と
め
、
活

動
し
て
い
き
ま
す
が
、
会
独
自
で
は
で

き
な
い
行
事
や
活
動
を
、
各
部
会
で
取

り
上
げ
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

各
山
岳
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
後
継
者
を

求
め
て
い
る
よ
う
に
、
岳
連
で
も
次
の

世
代
を
担
う
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

各
部
会
の
行
事
を
行
う
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
山
岳
会
が
推
薦
す
る
会
員
に
活
動

す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
、

各
部
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
要
請
し

て
、
行
事
を
行
う
時
に
は
、
他
の
部
会

や
他
の
山
岳
会
か
ら
も
推
薦
し
て
も
ら

い
、
活
動
し
や
す
い
環
境
作
り
を
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
の
遭
難
事
故
は
、
未
組
織
者
で
、

一
般
ル
ー
ト
で
の
中
高
年
者
の
怪
我
な

ど
が
多
い
よ
う
で
す
。
現
在
、
水
上
町

に
よ
っ
て
山
岳
博
物
館
建
設
へ
の
計
画

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
完
成
後

の
博
物
館
を
活
用
し
て
、
過
去
の
登
山

用
具
や
資
料
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
水

上
町
と
協
力
し
て
、
主
に
初
級
者
を
対

象
と
し
た
、
読
図
・
気
象
な
ど
の
基
礎

知
識
や
技
術
の
修
得
を
目
的
と
し
た
講

習
会
を
行
い
、
水
紀
行
館
の
今
あ
る
人

工
壁
な
ど
も
利
用
し
て
、
一
般
ル
ー
ト

で
も
所
々
に
出
て
く
る
岩
場
な
ど
で
の

歩
行
、
手
掛
か
り
・
足
掛
か
り
の
通
過

の
方
法
を
教
え
て
、
自
分
の
力
で
歩
き

登
る
こ
と
に
よ
る
達
成
感
を
経
験
で
き
、

よ
り
安
全
で
楽
し
い
登
山
が
行
え
る
よ

う
、
遭
難
防
止
に
役
立
て
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
十
年
後
を
目
途
に
、

「
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設

立
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
山

岳
界
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
参
加
し
て
、
地
域
（
市
町
村
）

に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
創
設
し
て
、
当

初
は
各
自
治
体
か
ら
施
設
を
借
り
受
け
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
会
員
か
ら
会
費
を

徴
収
し
、
運
営
・
管
理
を
独
立
採
算
に

持
っ
て
い
く
構
想
を
打
ち
出
し
て
お
り

ま
す
。
轄
馬
県
内
で
も
、
粕
川
村
を
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
、
二
年
前
よ
り
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
岳
連
内

で
も
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
方
を
し
た

ら
よ
い
の
か
議
論
を
重
ね
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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まんぐ畠山

群
馬
岳
遭
国
体
部

角
　
田
　
二
三
男

種
別
が
出
場
を
果
た
し
、
特
に
少

年
男
子
は
最
後
の
年
の
踏
査
競
技

で
見
事
一
位
を
獲
得
し
、
我
々
を

大
い
に
喜
ば
せ
て
く
れ
た
。
今
年

か
ら
種
目
は
変
わ
る
が
、
と
り
あ

え
ず
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
向
け

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

平
成
十
四
年
度
県
民
体
育
大
会
第
二

部
山
岳
競
技
会
　
（
国
体
予
選
）
　
が
四
月

二
十
日
㈲
・
二
十
一
日
㈲
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
の
第
五
十
七
回
高
知
国
体
か

ら
少
年
の
部
で
本
県
得
意
種
目
の
踏
査

競
技
が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
競
技
が
導
入
さ
れ
る
。
轄
馬
高

体
連
で
は
数
年
前
か
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

に
取
り
組
み
、
底
辺
の
拡
大
と
技
術
の

向
上
を
図
っ
て
き
た
が
、
県
央
部
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ボ
ー
ド
が
な
く
、
万
場
高

校
や
水
上
町
の
水
紀
行
館
な
ど
で
練
習

し
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
あ

り
、
今
後
数
年
間
は
見
通
し
は
厳
し
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
年
度

の
参
加
者
数
の
減
少
を
心
配
し
て
い
た

が
、
男
子
三
十
七
名
、
女
子
十
二
名
の

エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
底
辺
拡
大
の
兆

し
を
感
じ
た
。

新
種
目
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、
男

子
で
富
沢
太
郎
と
堀
米
悟
の
二
名
が
完

登
、
大
竹
隆
宏
が
あ
と
一
歩
で
三
位
、

女
子
は
田
口
照
子
と
長
谷
川
千
秋
が
同

点
一
位
と
な
っ
た
。

縦
走
の
男
子
で
は
、
日
部
貴
博
が
二

位
に
3
分
の
差
を
つ
け
、
女
子
は
田
口

照
子
が
2
分
差
で
二
冠
に
輝
き
、
昨
年

度
代
表
選
手
と
し
て
の
実
力
を
見
せ
た
。

昨
年
の
み
や
ぎ
国
体
で
は
轄
馬
は
全

《日程（会場）》

2
0
日
㈲

開
会
式
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
倉
渕
村
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
）

2
1
日
伯

縦
走
競
技
　
（
杏
ケ
岳
南
面
）

閉
会
式
　
〈
榛
名
高
校
）

3
位
　
薗
田
　
佳
子
　
（
沼
田
女
）

4
位
　
角
田
　
麻
実
　
（
沼
田
女
）

5
位
　
長
谷
川
千
秋
　
（
中
央
高
）

6
位
　
近
藤
　
友
里
　
（
中
央
高
）

《
総
合
成
績
》

少
年
男
子

1
位

2
位

3
位

4
位

5
位

6
位

少
年
女
子

1
位

2
位

大
竹

高
橋

丸
山

田
島

隆
宏
　
（
利
根
実
）

昭
彦
　
（
前
橋
高
）

剛
志
　
（
高
崎
工
）

諭
　
（
高
崎
工
）

大
河
原
雅
文
　
（
高
崎
工
）

日
部
　
貴
博
　
（
高
崎
高
）

田
口
　
照
子
　
（
沼
田
女
）

和
栗
　
菜
実
　
（
南
緯
附
）

《
第
5
7
回
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
》

8
月
2
4
日
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

（
習
志
野
市
東
部
体
育
館
）

2
5
日
　
縦
走
競
技

（
君
津
市
清
和
県
民
の
森
）

群
馬
チ
ー
ム
成
績

○
少
年
男
子
　
（
選
手
　
高
橋
昭
彦
、
日

部
貴
博
、
堀
込
悟
。
監
督
　
長
谷
川

喜
久
男
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
　
第
3
位

縦
走
競
技
　
第
2
位

総
合
　
第
1
位
　
〈
出
場
権
獲
得
）

○
少
年
女
子
　
（
選
手
　
田
口
照
子
、
薗

田
佳
子
、
長
谷
川
千
秋
。
監
督
　
橋

爪
俊
之
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
　
第
4
位

縦
走
競
技
　
第
3
位

総
合
　
第
3
位

○
成
年
女
子
　
（
選
手
　
法
領
田
恵
、
斉

藤
き
く
代
、
若
岡
紀
久
子
。
監
督
赤

松
久
宇
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
　
第
7
位

縦
走
競
技
　
第
4
位

総
合
　
第
6
位
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まんぐ畠山

彦文暮。〓J

大
山
洋
次
君
、
こ
の
よ
う
な
形
で
お

別
れ
す
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

した。大
山
君
が
入
会
し
た
頃
の
印
象
は
、

赤
城
の
ガ
ラ
ン
へ
氷
濠
登
り
に
行
っ
た

時
の
こ
と
で
、
君
は
ま
だ
岩
登
り
の
経

験
が
一
度
も
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
何
と
か
登
っ
て
く
る
の
を
見
た
時

で
す
。
な
か
な
か
頼
も
し
い
奴
だ
と
思

い
ま
し
た
。
君
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
岩
登
り
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

島
根
国
体
か
ら
始
ま
り
、
十
数
回
も

国
体
に
出
場
。
そ
の
体
力
を
維
持
す
る

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
常
に
欠
か
さ

ず
続
け
ら
れ
て
い
て
、
若
い
頃
、
一
ケ

月
で
八
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
走
っ

て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
く

西
黒
尾
根
へ
行
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

一
日
二
往
復
と
か
、
越
後
駒
ヶ
岳
か
ら

八
海
山
ま
で
を
一
目
で
走
る
こ
と
も
や

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
山
行
で
は
、
私

は
大
山
君
を
、
駒
の
湯
へ
朝
六
時
に
送

っ
て
行
き
、
車
で
戻
り
八
海
山
へ
。
小

屋
で
の
ん
び
り
待
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

私
が
考
え
て
い
た
時
間
よ
り
早
く
、
午

後
二
時
に
は
着
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

コ
ー
ス
を
八
時
間
し
か
か
け
て
な
い
の

で
す
。
こ
れ
も
日
頃
の
走
り
込
み
の
結

果
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
十
年
位
は
走
り
込
ん
だ
上
に
、

自
転
車
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
何
処
へ

行
く
に
も
自
転
車
で
、
以
前
、
マ
チ
ガ

沢
に
て
行
わ
れ
た
救
助
訓
練
の
時
も
、

自
転
車
で
来
て
い
ま
し
た
。
自
転
車
で

谷
川
ま
で
来
て
訓
練
を
し
、
ま
た
、
自

転
車
で
帰
る
の
で
す
。
谷
川
か
ら
自
宅

ま
で
車
で
二
時
間
ほ
ど
か
か
る
と
こ
ろ

を
、
自
転
車
で
三
時
間
半
で
帰
る
と
い

う
す
ご
さ
で
し
た
。

ビ
ー
ル
が
好
き
だ
っ
た
大
山
君
。
会

の
集
会
が
終
る
と
境
町
の
居
酒
屋
山
水

へ
。
山
か
ら
帰
る
と
下
山
祝
い
と
言
っ

て
は
山
水
へ
。
ま
た
、
会
の
事
務
所
で

も
よ
く
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
春
夏
秋

冬
、
い
つ
で
も
ビ
ー
ル
で
す
。

若
い
頃
、
一
ノ
倉
沢
コ
ッ
プ
か
ら
三

ル
ン
ゼ
を
計
画
し
た
時
の
こ
と
。
大
山

君
は
ビ
ー
ル
二
本
と
水
五
〇
〇
0
0
、
私

は
水
一
リ
ッ
ト
ル
。
こ
の
目
は
暑
く
、

本
谷
バ
ン
ド
に
着
い
た
時
は
水
は
少
し

し
か
な
く
、
本
谷
バ
ン
ド
で
も
補
給
で

き
ず
、
三
ル
ン
ゼ
は
諦
め
て
下
山
し
よ

う
と
言
う
と
、
大
山
君
は
、
稜
線
に
出

た
ら
ビ
ー
ル
一
本
飲
ん
で
く
だ
さ
い
と

言
い
出
し
た
の
で
す
。
水
の
量
を
考
え

れ
ば
何
を
言
わ
れ
て
も
無
理
で
あ
る
の

で
、
大
山
君
を
説
得
。
本
省
バ
ン
ド
に

て
ビ
ー
ル
二
本
を
気
持
ち
よ
く
飲
ん
で

も
ら
い
下
山
し
ま
し
た
。

若
い
頃
は
、
山
で
は
ウ
イ
ス
キ
ー
も

よ
く
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
冬
の
穂
高
北

尾
根
で
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
三
リ
ッ
ト
ル
、

ビ
ー
ル
六
本
。
こ
れ
は
大
山
君
の
持
っ

た
量
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ

持
参
し
て
い
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
は
入
山

日
に
終
り
ま
し
た
が
、
他
の
酒
類
は
飲

み
き
れ
ず
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

酒
の
話
で
は
、
大
山
君
が
酒
を
持
た

ず
に
山
へ
行
っ
た
こ
と
が
数
回
あ
り
、

最
近
で
は
、
冬
の
剣
岳
八
ツ
峰
と
今
年

の
三
両
川
竹
ノ
沢
な
ど
で
す
（
他
の
メ

ン
バ
ー
は
持
参
し
て
い
ま
す
）
。
足
に
自

信
が
あ
る
大
山
君
が
、
な
ぜ
、
酒
を
持

た
ず
参
加
し
た
か
、
よ
く
判
り
ま
せ
ん
。

冬
の
厳
し
い
山
行
で
は
重
量
制
限
が
あ

り
、
持
た
ず
に
参
加
す
る
こ
と
も
理
解

で
き
ま
す
が
、
夏
の
沢
登
り
で
好
き
な

ビ
ー
ル
を
持
た
ず
に
参
加
し
た
こ
と
は

今
で
も
不
思
議
で
す
。

大
山
君
が
こ
れ
ま
で
行
っ
た
海
外
遠

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
で
は
、
な
ぜ
八
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
経
験
が
な
い
の
に
も
拘
わ

ら
ず
無
酸
素
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
、
誰

に
も
判
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
大
山
君

の
自
分
と
の
戦
い
で
は
な
い
か
と
思
い

ます。大
山
君
の
思
い
出
の
一
部
を
断
片
的

に
書
き
ま
し
た
。
文
章
が
整
わ
な
い
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
、
最
後
の
言
葉

と
し
ま
す
。

大
山
君
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

征
　
（
五
回
）
。
そ
の
中
で
、

《
大
山
洋
次
害
毒
故
報
告
》

8
／
1
6
㈲
晴

墳
町
山
の
会
の
夏
山
合
宿
で
、
会
員

六
名
で
、
扇
沢
か
ら
室
堂
経
由
で
叙
沢

キ
ャ
ン
プ
場
に
入
山
。

8
／
1
7
㈲
晴

叙
沢
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
別
山
尾
根
経

由
で
叙
岳
へ
往
復
。

8
／
1
8
㈲
晴

叙
沢
キ
ャ
ン
プ
場
で
山
の
会
会
員
と

別
れ
、
一
人
で
棒
平
へ
向
か
う
。
阿
曽

原
温
泉
キ
ャ
ン
プ
場
へ
1
4
時
3
0
分
頃
着
。

小
屋
管
理
人
の
佐
々
木
氏
に
テ
ン
上
場

使
用
は
一
泊
の
み
で
、
明
日
棒
平
に
下

山
の
旨
を
伝
え
る
。
夕
方
、
十
字
峡
か

ら
戻
っ
た
登
山
者
の
話
を
聞
い
て
、
十

字
峡
へ
向
か
う
こ
と
に
予
定
を
変
更
。

8
／
1
9
㈲
曇
り
の
ち
雨

7
時
1
0
分
頃
、
「
十
字
峡
へ
行
っ
て

く
る
」
　
と
佐
々
木
氏
に
伝
え
、
テ
ン
ト

は
そ
の
ま
ま
で
サ
ブ
ザ
ッ
ク
に
装
備
を

移
し
十
字
峡
へ
向
か
う
。
午
後
、
天
気

が
崩
れ
雨
が
強
く
な
る
。
1
9
時
頃
に
な

っ
て
も
キ
ャ
ン
プ
場
へ
戻
ら
な
い
の

で
、
佐
々
木
氏
が
警
察
へ
連
絡
す
る
。

8
／
2
0
㈹
雨
の
ち
曇
り

朝
に
な
り
戻
っ
た
様
子
が
な
い
の
で
、

7
時
頃
佐
々
木
氏
と
従
業
員
一
名
が
捜

索
に
で
る
。
天
候
は
小
雨
、
霧
雨
が
降

っ
た
り
止
ん
だ
り
。
1
0
時
3
0
分
頃
、
十

字
峡
か
ら
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
流
で

黒
部
川
に
人
が
浮
い
て
い
る
の
を
発
見
。

運
動
靴
に
　
「
大
山
」
と
名
前
が
書
か
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
人
と
断
定
。
ヘ

リ
を
要
請
し
、
山
岳
救
助
隊
が
一
人
加

わ
り
、
三
名
で
収
容
作
業
を
行
う
。
1
2

時
頃
ヘ
リ
に
遺
体
を
収
容
し
、
燃
料
の

関
係
で
一
度
上
流
の
太
郎
兵
衛
平
へ
降

り
る
。
天
候
不
良
の
た
め
、
太
郎
兵
衛

平
か
ら
岐
阜
県
回
り
で
1
5
晴
上
滝
側
河

川
敷
へ
リ
ポ
ー
ト
に
着
。
上
市
署
に
車

で
搬
送
、
1
5
時
3
0
分
着
。

現
場
及
び
発
見
時
の
状
況

転
落
現
場
と
思
わ
れ
る
場
所
は
、
河

原
ま
で
7
0
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
る
一

枚
岩
で
傾
斜
が
的
5
0
度
。
発
見
時
、
遺

体
の
腰
の
部
分
に
上
部
登
山
道
か
ら
落

ち
て
来
た
と
思
わ
れ
る
直
径
5
0
セ
ン
チ

ほ
ど
の
石
が
の
っ
て
い
た
。
登
山
道
転

落
現
場
の
頭
部
上
方
に
岩
の
剥
離
跡
が

見
ら
れ
る
が
、
直
接
の
原
因
か
は
不
明
。

発
見
時
は
、
長
袖
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ャ

ー
ジ
、
運
動
靴
を
着
用
。
死
亡
原
因
は
、

頭
頂
部
陥
没
骨
折
に
よ
る
脳
挫
傷
に
よ

り
即
死
。
そ
の
他
、
左
あ
ご
に
約
1
0
セ

ン
チ
の
裂
傷
、
左
足
首
の
開
放
骨
折
あ

り
○
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一
、
は
じ
め
に

中
高
年
を
主
体
に
し
た
登
山
は
、
今

年
も
益
々
盛
ん
で
、
そ
の
範
囲
も
県
内

の
山
か
ら
北
・
中
央
・
南
ア
ル
プ
ス
に

も
及
び
、
ほ
と
ん
ど
全
国
的
な
規
模
に

広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
比
例
す
る
か
の
よ
う

に
登
山
事
故
も
増
え
、
そ
の
発
生
率
は
、

中
高
年
者
が
圧
倒
的
に
多
い
の
も
事
実

で
あ
る
。

事
故
の
発
生
原
因
の
内
容
を
見
る
と
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
山
に
対
す
る
知
識
・

技
術
の
未
熟
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

自
分
の
力
量
を
無
視
し
た
入
山
に
よ
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

特
に
中
高
年
者
は
、
体
力
的
に
は
例

外
な
く
下
降
線
を
た
ど
っ
て
お
り
、
若

い
時
に
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
弱
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
、
高
年
齢

時
代
と
言
わ
れ
、
所
謂
「
老
い
」
　
に
対

す
る
考
え
か
た
も
昔
と
は
違
い
、
と
か

く
自
己
の
体
力
に
対
す
る
過
信
の
傾
向

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
衰
え
た
体
力
を

カ
バ
ー
す
る
技
術
・
知
識
が
な
け
れ
ば
、

山
の
過
酷
な
条
件
下
に
あ
っ
て
は
、
悲

惨
な
結
果
に
陥
る
の
は
、
至
極
当
然
な

群
馬
岳
連
指
導
委
員
会
　
日
向
野
克
己

こ
と
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
見
る
に
つ
け
、
こ

の
岳
連
主
催
の
登
山
教
室
が
果
た
す
役

割
は
実
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思
う

の
で
あ
る
が
、
こ
の
教
室
も
回
を
重
ね

る
に
従
っ
て
、
ご
く
最
近
で
は
一
般
社

会
の
中
に
そ
の
意
義
が
認
知
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
近
年
の
社
会
的
背
景
の
な

か
に
、
今
年
の
登
山
教
室
も
開
催
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

二
、
今
年
度
の
登
山
教
室
概
要

今
年
度
の
登
山
教
室
は
、
次
の
日
程
・

内
容
で
行
わ
れ
た
。

第
一
回
　
九
月
三
日
㈹

会
場
・
前
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

開
講
式
・
座
学
「
地
図
の
読
み
方
・

コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
」
　
講
師
・
高
橋

守
男
　
（
B
級
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

第
二
回
　
九
月
八
日
㈲

登
山
実
技
・
会
場
・
三
国
山

班
別
編
成
に
よ
る
実
技
指
導
・
三

国
峠
よ
り
三
国
山
往
復
。
四
つ
の
班

に
そ
れ
ぞ
れ
二
名
の
指
導
員
が
つ
い

て
総
合
的
な
登
山
実
技
の
指
導
。

第
三
回
　
九
月
十
日
㈹

会
場
・
前
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

座
学
「
山
で
役
立
つ
テ
ー
ピ
ン
グ
」

講
師
　
中
原
正
喜
　
（
A
級
山
岳
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
）
・
特
に
キ
ネ
シ
オ

テ
ー
プ
を
用
い
た
テ
ー
ピ
ン
グ
の
実

際。第
四
回
　
九
月
二
十
九
日
㈲

登
山
実
技
・
会
場
・
赤
城
山
　
（
利
平

茶
屋
よ
り
長
七
郎
山
往
復
）

四
班
編
成
・
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
二

名
の
指
導
員
を
配
置
し
て
の
実
技
指

導。第
五
回
一
〇
月
九
日
㈹

会
場
　
前
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
登
山
の
ま
と
め
」
・
開
講
式
・
修

了
証
交
付
・
「
登
山
の
ま
と
め
」
　
で
は
、

講
座
全
体
か
ら
の
質
疑
応
答
を
中
心
に
、

普
段
の
山
行
で
抱
い
た
疑
問
、
質
問
な

ど
を
ま
と
め
て
討
議
の
形
で
施
行
し
た
。

今
回
受
講
者
数
5
2
名
。
内
皆
勤
の
5
0

名
に
修
了
証
を
交
付
し
た
。

三
、
登
山
教
室
の
内
容

1
座
学
に
つ
い
て

「
地
図
の
読
み
方
・
コ
ン
パ
ス
の

使
い
方
」
　
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
重

点
項
目
で
、
今
年
も
最
初
に
実
施
し

た
。
登
山
技
術
の
中
で
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
読
図
、
つ
ま
り
地
図
が
正

＼

確
に
読
み
と
れ
て
、
コ
ン
パ
ス
を
併

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
精
密
に

地
図
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。

毎
年
の
遭
難
事
故
の
原
因
の
ト
ッ

プ
に
な
っ
て
い
る
　
「
道
迷
い
」
　
は
、

読
図
が
で
き
れ
ば
か
な
り
防
げ
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
技
術
習
得
に
は
反

復
練
習
な
ど
、
か
な
り
時
間
が
か
か

り
、
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
な
か

容
易
で
は
な
い
が
、
今
年
は
、
講
師

が
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
視
覚

的
な
面
で
の
指
導
の
試
み
も
あ
り
、

か
な
り
浸
透
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

「
テ
ー
ピ
ン
グ
」
　
は
、
今
回
、
キ

ネ
シ
オ
テ
ー
プ
を
使
っ
た
、
実
際
場

面
に
即
応
で
き
る
技
術
と
し
て
導
入

し
た
。
所
謂
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ
ン

グ
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
損
傷
し
た

部
位
の
固
定
と
い
う
こ
と
に
重
き
を

お
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
キ
ネ

シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ
は
、
捻
挫
を
は
じ

め
と
す
る
損
傷
部
位
に
テ
ー
プ
を
は

る
こ
と
に
よ
り
、
自
力
で
動
く
こ
と

が
可
能
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る。

す
で
に
登
山
者
の
間
で
は
大
分
普

及
し
て
き
て
お
り
、
受
講
者
か
ら
の

要
望
も
あ
っ
て
、
再
度
の
取
り
入
れ

と
な
っ
た
。
講
師
も
国
体
の
ト
レ
ー

ナ
ー
な
ど
を
勤
め
た
経
験
か
ら
、

様
々
な
症
例
な
ど
も
引
用
し
な
か
ら

「
実
際
に
役
立
つ
」
　
と
い
う
観
点
で

の
座
学
と
な
っ
た
。

2
実
技
登
山
に
つ
い
て

今
回
は
、
三
国
山
と
赤
城
・
長
七

郎
山
で
実
施
し
た
。

い
ず
れ
の
山
も
、
登
山
の
基
礎
を

学
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
備
え

て
お
り
、
班
編
成
に
よ
る
行
動
で
、

か
な
り
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
が

行
き
届
い
た
と
思
わ
れ
る
。

◎
実
技
登
山
の
指
導
重
点
項
目
の
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
行
動
予
定
、
メ
ン
バ
ー
の
確
認

②
ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
・
ク
ー
ル
ダ
ウ

ンス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
る
準
備
運
動
・

整
理
運
動
の
徹
底
。

③
歩
行
技
術

靴
の
履
き
方
か
ら
様
々
な
地
形
に

応
じ
た
歩
き
方
ま
で
。

④
地
形
図
・
コ
ン
パ
ス
を
使
い
こ
な

す。シ
ル
バ
ー
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
の

読
図
が
完
全
に
で
き
る
よ
う
に
す

る。
⑤
天
気
判
断

観
天
望
気
か
ら
荒
天
対
策
ま
で
。

⑥
登
山
装
備
に
つ
い
て

日
帰
り
登
山
か
ら
テ
ン
ト
泊
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
装
備
。
装
備

の
工
夫
。

⑦
救
急
措
置

簡
単
な
救
急
法
の
知
識
。
キ
ネ
シ

オ
テ
ー
ピ
ン
グ
。

⑧
緊
急
時
の
対
策

フ
ォ
ー
ス
ト
ビ
バ
ー
ク
。
事
故
防

止
と
そ
の
対
策
。



第75号（5）平成15年2月12日

∴∴ �� �‘箋 ‘審 � �� ���� � 

∴ 　　簿 ∴∴∴三．∴十∴十．∴ 諦迷霧義　雄 ふ遼遠畿騒 ∴∴．∴ミ ＿、i逗 」泰 　ま一番三三 　一糞婆、三一 � �� ���� 淡　滋．‾ � � � �∴∴∵ �‘繋… �葵寒さi �÷＼・ �繋襲 蘭＿‾－＿一一 

千言 緩避 寒漆 �毒薬　　ニーi‾融： �� �、持i‘‾ミ発禁、 　二懇遷麗 　＊＿．．義怒 ■繋繋強襲‘漆 ���　綴嶽1－＿i 　講説 “÷遥 ÷∴ 「＼∴ 藩麗綴．総 ��‥、∴．∴ � 

＿二三＿‾寒露曇選 　翼・・葵 表書■ �湊． �÷ �� ��三一一：器 ∵∴→ ∴∴ ：∴ ∴ � �・‘‘・糠． ・繋 ∴÷ ��懸護懸 登． ∴∴、ミ 、一 三蕊‘ 饗萎繋≒筆 数宅、二‘表≡ 譲葉票 差翼 寒1ミ＼－、 さき寒ミ，． �∴ ‾－‾予告享子÷‾i諒鍾 ∴∴∴∴∴∴：∵∴∴ ◆i ∴∴義一「 遷 ∴∴∴：主 ．◆＼－i 欝寒饗 ∴「∴∴∴：1 ∴∴∴∴∴∴∴ 

暮義蔓寒 �愛三‾－‾一一＿発藩選 　∴∴ ］凄‘ ‘澄 ま雲 � ����� � 

÷顕蕊 ．．ニー　　「：∴ ��二〇 ＿∴∴ ∴∴ 

∴∵ 　・三二ミ　　連繋曇蓑 騒き発寒－‾惑一二、－嚢器警 ��　∴∴ 嚢※ 　ミ 　ニー‾二一一一：養 　∴：二∴∴ 　書手ミミ キ ミ1藍ミミ・ ������…嚢嚢 発露闇音音音書院惑 ミ違 

素案議　題　　　＿　　　一語 ��������繋i十漆 ���田園 
襲晒襲撃iミ　　　楽遥ふ∴　　ミ1㌔ ��������‾ヾ　ニーi 

三㌢∵題∵　一　国‥‾　ミ選、 �� ������ 
謡霞馨蓮 9麗iSi‾‘ �������� 

田園霞露　　　繋ミ ∴∴ ��������繋露頭ミ 、二、貰、 

まんぐ畠山

⑨
山
の
マ
ナ
ー

自
然
保
護
を
中
心
に
。

⑩
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

日
常
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
。

体
力
作
り
。

四
、
登
山
教
室
の
ま
と
め

前
回
同
様
、
今
回
も
最
終
日
に
「
登
山

教
室
の
ま
と
め
」
　
と
し
て
座
談
会
形
式

に
よ
る
参
加
者
全
員
の
討
議
を
行
っ
た
。

ま
ず
自
己
紹
介
を
兼
ね
、
感
想
、
日

ご
ろ
各
自
が
抱
い
て
い
る
登
山
行
動
に

つ
い
て
の
疑
問
、
質
問
な
ど
を
出
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
討
議
に
入
っ
た
。

（
参
加
者
の
感
想
）

発
言
の
と
き
に
、
今
回
の
登
山
教
室

の
感
想
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
が
、
学
ん

だ
こ
と
が
実
際
に
役
立
ち
、
即
戦
力
に

な
っ
た
と
い
っ
た
趣
旨
の
感
想
が
ほ
と

ん
ど
で
、
こ
の
教
室
の
意
義
が
、
徐
々

に
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
た
。
「
初
め
て
読
図
に
よ
っ
て
山
の

位
置
が
わ
か
っ
た
。
」
　
「
疲
れ
づ
ら
く
な

っ
た
。
」
　
「
ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
、
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
体
の

痛
み
が
な
く
な
っ
た
。
」
　
「
靴
紐
の
結
び

方
・
装
備
の
コ
ツ
な
ど
が
解
っ
た
。
」

「
テ
ー
ピ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

「
山
の
知
識
が
な
い
と
危
険
だ
と
わ
か
っ

た
。
」
　
な
ど
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
来
年
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
い

う
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
き
た
の
も
、

ひ
と
つ
の
よ
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
参
加
者
の
質
問
か
ら
）

山
を
始
め
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ

る
が
い
ろ
い
ろ
の
疑
問
が
で
て
く
る
。

そ
し
て
、
そ
の
時
に
す
ぐ
そ
の
問
題
を

解
決
し
て
も
ら
え
れ
ば
進
歩
は
早
い
。

今
回
も
多
く
の
質
問
が
提
出
さ
れ
、

指
導
員
が
即
答
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
、
か
な
り
の
効
能
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
な
質
問
事
項
と
は
、
例
え
ば

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
登
山
で
よ
く
見
か
け
る
何
含
目
と

い
う
言
い
方
の
由
来
は
」
「
天
気
の
こ
と

わ
ざ
で
信
頼
で
き
る
も
の
は
」
「
日
本
の

山
で
も
高
度
計
は
役
立
つ
か
」
「
疲
れ
な

い
ベ
ー
ス
配
分
と
は
」
「
普
段
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
ど
う
す
る
か
」
「
山
岳
保
険
は

な
に
が
よ
い
か
」
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
コ

ー
ス
タ
イ
ム
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か
」

「
息
切
れ
し
な
い
歩
き
方
は
」
　
「
荷
を
軽

く
す
る
に
は
」
　
な
ど
。

質
問
に
関
し
て
は
、
前
に
説
明
し
た

と
思
わ
れ
る
こ
と
が
重
ね
て
提
出
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
も
多
く
、
一
見
、
進
歩

が
な
い
の
で
は
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
れ
は
や
は
り
違
う
の
で
あ
っ
て
、

実
地
に
確
か
め
つ
つ
、
何
度
も
繰
り
返

し
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
く
の
か
真
の

技
術
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

登
山
活
動
は
、
特
に
知
識
と
経
験
の

集
積
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
繰
り
返
し

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
種
の
講
座
は
、

や
は
り
息
の
長
い
も
の
で
あ
る
べ
き
こ

と
が
分
か
る
よ
う
に
思
う
。

昨
年
の
登
山
教
室
の
ま
と
め
で
、
今

後
の
問
題
点
と
し
て
あ
げ
て
お
い
た
幾

つ
か
の
項
目
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
　
「
さ
ら
に
も
う
一
歩
上
の
技
術
の

習
得
を
希
望
す
る
層
」
　
に
対
す
る
手
だ

て
は
、
今
回
具
体
的
な
形
と
し
て
は
統

一
的
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
講
座
の
趣
旨
は
、
何
の
知
識
も

技
術
も
な
く
、
素
手
で
山
に
入
っ
て
事

故
を
起
こ
す
人
を
少
し
で
も
減
ら
す
と

い
う
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
登

山
は
あ
く
ま
で
も
基
本
が
大
事
と
い
う

こ
と
を
ま
ず
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼

に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
地
登
山
の
な
か
で
は
、

ロ
ー
プ
の
扱
い
方
や
雪
上
技
術
に
触
れ

た
話
題
も
あ
り
、
指
導
員
の
ザ
ッ
ク
か

ら
出
さ
れ
て
く
る
様
々
な
道
具
か
ら
、

そ
う
し
た
こ
と
に
触
れ
た
時
間
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

登
山
講
座
の
目
的
は
、
今
日
社
会
問

題
に
ま
で
な
っ
て
い
な
か
ら
、
ま
だ
具

体
的
に
は
手
の
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
登

山
の
啓
蒙
活
動
に
対
し
て
、
地
道
な
努

力
を
続
け
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
と
思
う
。

「
い
ま
ま
で
、
全
く
何
も
分
か
ら
な

い
ま
ま
に
山
に
入
り
、
い
わ
ゆ
る
自
己

流
で
や
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し
て
改
め

て
山
の
知
識
・
技
術
を
学
ん
で
み
る
と
、

今
ま
で
の
こ
と
が
怖
く
な
っ
た
。
」
と
い

う
の
は
、
あ
る
受
講
生
の
こ
と
ば
で
あ

る
が
、
こ
れ
こ
そ
、
い
ま
わ
れ
わ
れ
が

狙
っ
て
い
る
登
山
教
室
の
本
旨
で
あ
り
、

こ
う
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
人

が
ひ
と
り
で
も
多
く
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
喜
び
で
も
あ
る
。
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まんぐ畠山

団
体
行
動
の
苦
手
な
私
が
こ
う
し
た

講
習
会
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、

も
と
も
と
行
き
先
の
見
え
る
尾
根
よ
り

も
先
の
見
え
な
い
沢
が
好
き
だ
っ
た
こ

と
も
あ
る
が
、
大
間
々
山
岳
会
の
鹿
沼

さ
ん
に
誘
わ
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
彼

女
は
私
が
連
載
コ
ラ
ム
を
載
せ
て
い
る

白
山
書
房
の
　
「
山
の
本
」
　
の
定
期
購
読

者
と
い
う
奇
特
な
人
だ
っ
た
。

私
は
地
元
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
な

い
た
め
講
習
会
な
ど
緑
は
な
く
、
県
に

山
岳
会
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
さ
え

知
ら
な
か
っ
た
し
、
大
間
々
町
に
山
の

会
が
あ
る
こ
と
さ
え
初
め
て
知
っ
た
。

袖
触
れ
合
う
も
多
生
の
緑
と
思
い
、
参

加
し
た
の
だ
っ
た
。

今
回
の
講
習
会
は
県
山
岳
連
盟
の
主

催
で
、
「
岩
遊
」
　
の
豊
野
さ
ん
、
「
ヤ
マ

セ
ミ
倶
楽
部
」
　
の
竹
内
さ
ん
た
ち
講
師

陣
の
も
と
に
沢
好
き
人
間
た
ち
が
大
勢

集
ま
っ
た
。
皆
本
格
派
の
沢
ス
タ
イ
ル

に
着
替
え
て
お
り
、
そ
の
電
気
工
事
士

の
よ
う
な
格
好
に
私
は
ひ
る
ん
で
し
ま

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
私
の
装
備
は
と
い
う

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
鹿
沼
さ
ん
が
貸
し
て

く
れ
た
も
の
の
、
安
物
の
沢
靴
、
も
ら

い
も
の
の
特
大
ハ
ー
ネ
ス
、
拾
っ
た
命

綱
、
た
っ
た
一
つ
の
カ
ラ
ビ
ナ
な
ど
な

の
で
あ
る
。
ま
た
、
年
齢
も
私
が
い
ち

山
　
本
　
ひ
ろ
こ

ぽ
ん
上
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

こ
ん
な
で
初
っ
端
か
ら
自
分
が
こ
の
場

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
で
い
た
た
ま

れ
な
く
な
っ
た
。

芝
倉
沢
出
合
か
ら
湯
檜
曽
本
流
の
川

原
に
下
り
、
講
師
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た

沢
登
り
の
説
明
が
あ
る
と
す
ぐ
に
私
た

ち
は
水
に
入
っ
た
。
最
初
は
膝
ほ
ど
の

深
さ
の
流
れ
の
横
切
り
方
や
三
人
で
の

徒
渉
。
ま
あ
、
そ
こ
ま
で
は
誰
に
で
も

で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
棒
を
頼
り
に
急

流
を
横
切
る
練
習
で
は
五
十
人
の
う
ち

私
だ
け
が
流
れ
に
負
け
て
ひ
っ
く
り
返

っ
た
。
こ
の
く
ら
い
簡
単
と
思
っ
た
の

に
身
体
が
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
。
朝

ご
飯
を
食
べ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
。

こ
れ
が
最
初
の
自
信
喪
失
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
腰
、
胸
ま
で
と
徐
々
に
水

深
が
増
し
、
武
能
沢
出
合
の
F
l
か
ら

は
本
格
的
に
沢
を
泳
ぐ
こ
と
に
な
る
。

泳
ぐ
と
い
っ
て
も
、
水
着
に
着
替
え
る

の
で
は
な
く
、
服
は
そ
の
ま
ま
、
肩
の

リ
ュ
ッ
ク
も
担
い
だ
ま
ま
。
泳
ぐ
の
は

最
悪
の
事
態
の
時
だ
け
で
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
で
も
、
こ
れ
は
そ
の
た
め
の

親
切
な
講
習
会
な
の
で
あ
る
。
話
に
は

聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
カ
ナ
ヅ
チ
の
私

に
は
過
酷
な
試
練
に
し
か
思
え
な
い
。

ふ
と
鹿
沼
さ
ん
を
見
る
と
水
面
を
見

下
ろ
す
そ
の
目
が
輝
き
、
明
ら
か
に
至

福
に
浸
っ
て
い
る
。
泳
ぎ
終
わ
っ
た
女

性
た
ち
も
喜
び
に
満
ち
溢
れ
、
全
身
か

ら
水
を
滴
ら
せ
て
い
る
。
み
ん
な
次
々

飛
込
む
の
で
私
も
恐
る
恐
る
水
に
入
り
、

ど
う
に
か
五
m
先
の
岩
に
し
が
み
つ
く

こ
と
が
で
き
た
。

だ
が
、
次
に
続
く
滝
の
シ
ャ
ワ
ー
ク

ラ
イ
ム
は
足
場
も
手
が
か
り
も
探
し
出

せ
ず
滝
か
ら
振
り
落
と
さ
れ
、
私
だ
け

が
ロ
ー
プ
の
厄
介
と
な
る
。
こ
の
時
点

で
自
信
喪
失
と
い
う
よ
り
　
「
身
の
程
知

ら
ず
」
　
と
い
う
言
葉
が
脳
裏
に
強
く
浮

か
び
、
濡
れ
た
身
体
が
突
然
寒
さ
に
打

ち
震
え
出
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
難
所
は
極
め
付
け
の

岩
登
り
だ
っ
た
。
滝
の
側
面
の
崖
に
設

置
さ
れ
た
ロ
ー
プ
を
頼
り
に
カ
ラ
ビ
ナ

を
着
脱
し
な
か
ら
三
十
m
ほ
ど
進
む
の

で
あ
る
。
確
保
な
し
で
は
足
を
滑
ら
せ

る
と
命
は
な
い
。
以
前
、
た
い
し
た
こ

と
も
な
い
沢
で
鼻
骨
を
折
り
、
顔
面
を

十
一
針
も
縫
っ
た
経
験
の
あ
る
私
は
人

一
倍
怖
が
り
で
高
所
恐
怖
症
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
帰
り
は
再
び
こ
の
崖
を

下
る
と
聞
い
て
心
臓
が
破
裂
し
そ
う
に

な
っ
た
。
心
優
し
い
鹿
沼
さ
ん
は
私
の

蒼
白
な
顔
を
見
て
、
「
戻
り
ま
し
ょ
う
か
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
は
申
し
訳

な
い
の
で
　
「
大
丈
夫
」
　
と
心
と
は
裏
腹

に
答
え
た
が
、
菌
が
ガ
チ
ガ
チ
と
音
を

立
て
て
い
る
。
で
も
、
親
切
な
若
い
補

助
講
師
さ
ん
が
、
私
の
特
大
ハ
ー
ネ
ス

を
細
工
し
カ
ラ
ビ
ナ
を
付
け
足
し
て
、

丁
寧
に
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
の
で
ど
う

に
か
難
所
を
登
り
切
っ
た
。

そ
の
後
、
滝
壷
泳
ぎ
に
挑
戦
し
、
終

い
に
は
手
か
か
り
の
全
然
な
い
廊
下
状

の
緑
を
上
流
に
向
か
っ
た
。
廊
下
は
深

い
の
で
恥
も
忘
れ
て
私
だ
け
が
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
借
り
た
。
と
こ
ろ
が
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
浮
力
が
強
す
ぎ
て
進
ま

ず
、
大
間
々
山
岳
会
の
A
さ
ん
が
私
を

蹴
り
続
け
て
進
ま
せ
て
く
れ
た
。

十
字
峡
手
前
の
滝
の
下
が
こ
の
日
の

折
り
返
し
地
点
で
、
そ
こ
で
記
念
写
真

に
収
ま
る
が
、
最
後
に
着
い
た
私
一
人

が
前
列
で
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
姿
で
あ

る
。
こ
の
講
習
会
で
は
何
を
し
て
も
私

だ
け
が
遅
れ
、
私
だ
け
が
哀
れ
に
も
失

敗
す
る
の
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は
誘
っ
て

く
れ
た
鹿
沼
さ
ん
や
大
間
々
の
人
た
ち

に
申
し
訳
な
い
。
夕
食
は
私
の
お
ご
り

だ
と
ま
で
思
い
つ
め
る
。
よ
う
す
る
に

身
の
程
知
ら
ず
も
よ
い
と
こ
な
の
だ
。

帰
宅
し
て
、
山
歩
き
に
興
味
の
な
い

夫
に
こ
の
日
の
体
験
を
隅
々
ま
で
語
っ

た
ら
、
「
で
、
ど
こ
の
国
と
戦
う
訓
練
だ

っ
た
の
か
い
？
」
　
と
呆
れ
た
よ
う
に
言

っ
た
。
よ
く
よ
く
考
え
る
と
確
か
に
あ

れ
は
ゲ
リ
ラ
戦
か
何
か
の
訓
練
と
い
っ

て
も
ち
っ
と
も
お
か
し
く
な
い
。
趣
味

と
は
い
え
こ
れ
は
尋
常
な
世
界
と
は
い

え
な
い
。
本
当
に
人
問
っ
て
面
白
い
。

さ
て
、
来
年
、
私
は
沢
靴
を
履
く
の
か

履
か
な
い
の
か
、
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

講
習
会
メ
モ

と
　
き
　
平
成
十
四
年
九
月
一
日

と
こ
ろ
　
湯
檜
曽
川
本
各

講
　
師
　
豊
野
則
夫
　
（
山
岳
渓
流
会
岩

遊
代
表
）
、
竹
内
秀
樹
　
（
ヤ
マ

セ
ミ
倶
楽
部
代
表
）
、
清
野
啓

介
　
（
沼
田
山
岳
会
）

参
加
者
　
四
十
七
名
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利根郡白沢村（国道120号線）　TELsO278臆53°2053

謬発願一二薮I捗「麗鯵錠I霞園

沼田市上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802
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佐波郡東相乗小保方252
℡　0270°62°2012
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寓屋建設グル鵜プ 

歴史、信用、技術をもって、21世紀の人間と環境を考える。 　舎寓屋艶麗会社 

会　長　星　野　　光 

臆本社　群馬県沼田市上原町1756－2　TEL0278－23－4648（代）　FAX0278－24－3371 
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	７５号　（平成15年2月12日)
	1　理事長就任にあたって 群馬県山岳連盟理事長 名塚 秀二
	2　国体山岳競技県予選 群馬県岳連国体部 角田 二三男
	
3　大山洋次君を偲んで 境町山の会会長 小暮　文彦
	
4　平成十四年度群馬県山岳連盟登山教室まとめ 群馬県山岳連盟指導委員会長 日向野 克己
	
5～6　湯檜曽川本流沢登り講習会に参加して 山本　ひろこ


